【様式建材申請書】
平成　　年　　月　　日
性能評価申請書
　一般財団法人　東海技術センター
　　理事長　　平 山　正 之　殿
	申請者

	会社名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	代表者名
	

	所在地
	〒


下記について、建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定に基づく認定に係る性能評価を、次の通り申請します。申請にあたっては、一般財団法人 東海技術センター性能評価業務規程及び同性能評価業務約款を遵守します。また、この申請書及び添付図書の記載事項は、事実に相違ありません。
記
	件名
	                                    ホルムアルデヒド性能評価申請

	商品名
	

	連絡先
	会社名
	

	
	所在地
	〒


	
	部署名
	

	
	役職名
	

	
	担当者名
	

	
	電話
	

	
	ＦＡＸ
	

	
	Ｅ-ｍａｉｌ
	

	評価手数料請求先
（会社名のみ記入）
	

	請求書送付先
(連絡先と異なる場合のみ)
	

	申請受理年月日＊
	年    月    日
	試験年月日＊
	年    月    日

	受付番号＊
	
	手数料額＊
	


　①申請者が法人の場合には、代表者の役職及び氏名を併せて記入してください。
　②請求書送付先には必ず担当者名をご記入ください。
　③＊印のある欄は記入しないでください。
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性能評価申請の概要

	該　当　条　文
	建築基準法施行令第２０条の７第　４　項

	商　 品 　名
	

	主 た る 用 途
	

	板状材料の場合

	形　状
	平滑　　　　　エンボス　　　　　その他

	厚　さ
	　　　　　　　　　ｍｍ　±　　　　　ｍｍ

	大きさ（ｍｍ）
	標準：　

最大：

最小：

	密　度（kg/ｍ３）
	

	質　量（kg/ｍ２）
	

	塗料・接着剤の場合

	塗料、接着剤
	形     状
	液体　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	
	塗布量（g/㎡以下）
	（塗布時）　　　　　　　　（固形量）

	
	比重　（kg/ｍ３）
	　　　　　　　　　

	
	組成（mass％）

組成を記入
	


· 厚さの決まっているものは、明確に記述してください。決まっていない場合は、範囲で示してください。
· 密度と質量の関係は明確にしてください。

※ 塗布量は、塗布時又は固形量を明確にしてください。

※ 塗料、接着剤について、組成内容の説明が必要な場合は、別途一覧表等を作成してください。
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申請仕様の材料構成
	項目
	申請仕様等

	(1)表面塗装
	第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない次の塗料（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤のいずれも用いないもの）混合の場合は、①、②で示す。
①　○○○○系○○○○形塗料

②　○○○○系○○○○形塗料

塗布量：○○kg/m２以下

規格　JIS A ****

	(2)基材
	例：パーティクルボード；
JIS A 5908に基づく素板パーティクルボードのF☆☆☆

接着剤：ユリア樹脂系接着剤

成分：ユリア樹脂　　○○～○○質量％

○○剤　　　　○○～○○質量％

接着剤含有率　○○～○○質量％

厚さ：○○～○○mm

密度：○○

	(3)接着剤
	例：メラミン樹脂系接着剤：
メラミン樹脂    ○○質量％
○○○混和剤　　○○質量％
規格　JIS A ****

塗布量○○kg/m２（固形量）

	(4)裏当材
	第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない次の材料

1 プラスチック（ポリエチレン、○○○○○○、○○○○○○）

2 金属（鉄、アルミニウム）

厚さ：○○～○○mm

構成：単層又は化粧材用接着剤を用いた積層

	(5)化粧材用接着剤
	第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない次の塗料（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤、メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒のいずれも用いないもの）：下記のいずれかを示してください。
○○○○系○○○○形接着剤
○○○○系○○○○形接着剤
塗布量：○○kg/m２以下


※ 集成剤の場合は、必ず（１）基材、（２）接着剤を記載してください。

· 個別製品の評価ではありませんので、商品名の記載はできません。品目名は一般名称にて記載してください。
· 申請品の構成材料毎に、材料の構成内容が特定できるよう記載してください。

· 各材料は、ホルムアルデヒド又はホルムアルデヒドを発散するおそれのある材料（ホルムアルデヒド系材料）の有無に着目し、混入量を特定してください。
ホルムアルデヒド系材料：ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤（接着剤の場合には、メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒を含む）を含む材料。
※ホルムアルデヒド系の成分を含む材料については、材料構成を明らかにしてください。


名称（建築材料名：表面側から区分して明記、塗料、接着剤の場合その名称）
	名　称
	


例：「表面側」（１）（試験体の化粧材/層）張/・（５）「裏面側」（試験体の化粧材/層）張/（２）「表側」（試験体の接着剤）塗・「裏側」（４）（試験体の接着剤）塗/（３）（基材）

申請仕様の断面図

　　申請仕様の断面図例を下図に示しますので参考にしてください。

[image: image1.wmf] 

加工

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）

（表面側）　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基材　　　　　　　　（３）
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）

（裏面側）　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔ：○○～○○mm
　　　　　　　　　　　　　　断面図例

· 断面図により、断面構成と厚さの関係がわかるよう図示してください。

· 図面は、鮮明なものとしてください。

· 表面側がわかるよう、図示をしてください。

· 塗料、接着剤等塗布量で管理するものは、厚さを記載する必要はありません。

· 材料説明及び構成材料の仕様書に記載された内容は、評価対象内容として引用する部分になりますので、対象材料を明確に特定できる記載としてください。
※ 集成材は、ラミナーピッチ等を記入してください。特に、形状が把握できるように明確に図示してください。
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申請仕様の説明資料

１．形状・寸法等
（板状材料の場合）

	項目
	試験体
	申請仕様
	選定理由

	形状
	平板
	平板
	

	表面の形状
	エンボス
	平滑又はエンボス
	

	厚さ（mm）
	12
	12～30
	

	大きさ（mm）
	50×150
	標準　455×1800

最小　300×1800

最大　600×1800
	

	密度（kg/m3）
	1000
	1000±10
	

	質量（kg/m2）
	12
	12.0～30.0±1.0
	


（塗料・接着剤等の場合）

	項目
	試験体
	申請仕様
	選定理由

	形状
	液状

（板ガラスに塗布）
	液状
	

	塗布量
	100g/㎡
	200g/㎡以下（塗布時）

100g/㎡以下（固形量）
	

	比重（kg/m3）
	2.1
	2.1±0.5
	


※ 担当者との打合せに基づき、申請仕様の各項目ごとに、申請仕様と試験体の対比とその試験体を選定した理由を記載してください。

※ 「項目」、「申請仕様」の欄は、材料説明及び構成材料の仕様書に記載した内容と同一としてください。
· 試験体には範囲の記載はできません。

· 試験体の採取状況の写真を添付してください。

２．材料構成

	項目
	試験体
	申請仕様等

	(1)表面塗装
	○○○○系○○○○形塗料

塗布量：○○kg/m２
規格　JIS A ****
	第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない次の塗料（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤のいずれも用いないもの）次の一又は混合

①　○○○○系○○○○形塗料

②　○○○○系○○○○形塗料

塗布量：○○kg/m２以下

規格　JIS A ****

	(2)基材
	例：パーティクルボード；
JIS A 5908に基づく素板パーティクルボードのF☆☆☆

接着剤：ユリア樹脂系接着剤

成分：ユリア樹脂○○質量％

○○剤　○○質量％

接着剤含有率　　○○質量％

厚さ：○○mm

密度：○○kg/m3
	例：パーティクルボード；
JIS A 5908に基づく素板パーティクルボードのF☆☆☆

接着剤：ユリア樹脂系接着剤

成分：ユリア樹脂　○○～○○質量％

○○剤　○○～○○質量％

接着剤含有率　○○～○○質量％

厚さ：○○～○○mm

密度：○○kg/m3

	(3)接着剤
	例：メラミン樹脂系接着剤：

メラミン樹脂   ○○質量％
○○○混和剤　○○質量％

規格　JIS A ****

塗布量○○kg/m２（固形量）
	例：メラミン樹脂系接着剤：

メラミン樹脂    ○○質量％
○○○混和剤　　○○質量％

規格　JIS A ****

塗布量○○kg/m２（固形量）

	(4)裏当材
	ポリエチレンフィルム

厚さ：○○mm

構成：単層
	第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない次の材料

1 プラスチック（ポリエチレン、○○○○○○、○○○○○○）

2 金属（鉄、アルミニウム）

厚さ：○○～○○mm

形状：シート状、フィルム状又は板状、箔状

構成：単層又は化粧材用接着剤を用いた積層

	(5)化粧材用接着剤
	○○○○系○○○○形接着剤
塗布量：○○kg/m２
	第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない次の接着剤（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤、メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒のいずれも用いないもの）：下記のいずれか

○○○○系○○○○形接着剤
○○○○系○○○○形接着剤
塗布量：○○kg/m２以下


担当者との打合せに基づき、申請仕様の各項目ごとに、申請仕様と試験体の対比を記載してください。

「項目」、「申請仕様」の欄は、材料説明及び構成材料の仕様書に記載した内容と同一としてください。
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会社の営業概要
	会　社　名
	

	所　在　地
	                                         （TEL）    　   ―　　　　―

	代 表 者 名
	
	設立年月日
	　　　　　年　　　　月　　　　日

	資　本　金
	

	工　場　名
	

	所　在　地
	                                         （TEL）    　   ―　　　　―

	工　場　名
	

	所　在　地
	                                         （TEL）    　   ―　　　　―

	主要取引銀行
	　　　　　　　銀行　　　　　　　支店、　　　　　　　　　銀行　　　　　　支店

	会社概要、その他関係資料（ＪＩＳ、ＩＳＯ９０００、１４０００取得等）、営業・施行実績等



	本仕様の

連絡先
	

	所  在  地
	                                         （TEL）    　   ―　　　　―

	担　当　者
	
	部 課 名
	

	従 業 員 数
	
	建築士数
	　　　　　　　　　　　人　（一級）

	その他

有資格者数

建設業者

登録番号等
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施　工　仕　様
施工手順
以下の順に当該仕様の施工方法を簡潔に記載してください｡
また、

 (例)

（1）下　　地　

下地(壁の場合:間柱･胴縁、天井の場合:野縁)の寸法、間隔について記載してください｡

（2）加　　工

現場での切断等があれば記載してください｡

（3）取り付け　

釘打ち工法、接着工法、釘打ち接着併用工法等、取り付け方法について記載してください｡

（4）目　　地　

上記取り付けの際の目地仕様を記載してください(突き付け、目透かし、ジョイナー仕様等)

なお、当該品を建具又は襖に用いる場合には、その施工方法と併せて、その申請品が用いられる部位がわかるよう、断面図等にて示してください。

施　工　図

· 施工図は、壁、天井、床等の用途毎に、斜視図等により明確にわかるよう示してください。
· 施工図の記載内容は、施工方法にて記載された内容が、具体的にどのように行われるのかわかるように配慮をお願いします。
· 申請仕様を建具に用いる場合には、建具のどの部分に用いられるか判別できるようにしてください。
· 構成材料等の仕様・施工仕様を示してください。
· ※図面は、鮮明なものとしてください。
製造方法に関する資料
製造工程フロー等により、原材料の受入、貯蔵、加工・成型、検査、保管、出荷等、原材料の受け入れから出荷までの流れを示してください。
例：JIS工場における作業工程図等

  


受入検査                                          受入検査

                                                       

                                                                 例：試験体の第１日目

※ 上記はイメージ図です。別途作成してください。

※ 材料を組み合わせる場合には、個々の材料の製造日及び受入検査の説明を記入してください。

※ 試験体は、最終検査終了後７日以内に当財団に搬入していただきます。

※ 試験体（持ち込み試料）には、各工程の製造日を必ず記載してください。
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フローチャート（イメージ）





加工（製造日）              
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最終検査





出荷





原料４（製造日）





原料２（製造日）





原料３（製造日）





原料１（製造日）
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